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10
月
も
駅
伝
の
よ
う
に
か
け
あ
し
で
過
ぎ
よ
う
と

し
て
い
ま
す
。

　

面
接
で
何
よ
り
覇は

き気
が
大
切
で
あ
る
よ
う
に
私
も

心
が
け
て
い
ま
す
が
、
時
と
し
て
疲
れ
た
表
情
が
出

て
い
な
い
か
気
に
な
り
ま
す
。
そ
ん
な
中
に
も
、
あ

ち
こ
ち
に
出
か
け
、
人
と
の
出
会
い
の
中
に
、
元
に

戻
っ
て
い
る
か
ら
不
思
議
で
す
。

　

館
山
市
で
は
、
里
見
ま
つ
り
の
武
者
行
列
に
連
な

り
、
商
店
街
で
何
度
も「
鳥
取
県
倉
吉
か
ら
市
長
、

議
長
に
お
い
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
」と
放
送
さ
れ
、

そ
の
た
び
に
兜

か
ぶ
と

の
重
さ
を
味
わ
い
ま
し
た
。
翌
日
、

大
阪
を
企
業
訪
問
で
訪
ね
た
際
、
フ
ロ
ア
の
社
員
十

数
人
が
立
ち
上
が
り
、「
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
せ
」
と
迎

え
ら
れ
た
の
に
は
驚
き
ま
し
た
。
案
の
定
、
社
長
さ

ん
は
有
力
企
業
の
ト
ッ
プ
で
あ
り
な
が
ら
、
極
め
て

実
直
で
、私
た
ち
が
持
ち
が
ち
な「
そ
の
像
を
決
め
て

か
か
る
な
」
と
あ
ら
た
め
て
教
え
ら
れ
た
気
が
し
ま

し
た
。

　

わ
が
市
で
も
多
く
の
嬉
し
い
場
面
に
出
会
い
ま
し

た
。
毎
年
と
な
っ
た
国
庁
跡
や
倉
吉
駅
の
清
掃
や
大

平
山
に
名
水
が
あ
る
こ
と
を
創
出
し
て
い
た
だ
い
た

奉
仕
の
精
神
に
あ
ふ
れ
る
人
び
と
。
ま
た
、
玉
川

に
清
流
を
と
り
戻
せ
た
ら
と
10
年
越
し
で
コ
イ
を
育

て
、
放
流
し
て
い
た
だ
い
た
人
。
さ
ら
に
、
く
ら
用

心
に
オ
ー
プ
ン
し
た
社
会
体
験
の「
そ
う
さ
ん
や
」

の
高
校
生
が
、「
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
」
と
応

対
す
る
姿
は
、
と
か
く
最
近
の
若
者
気
質
は
と
批
判

さ
れ
が
ち
で
す
が
、
そ
ん
な
懸
念
を
吹
き
と
ば
す
の

に
十
分
な
も
の
で
し
た
。
地
域
で
育
っ
た
若
い
人
に

将
来
の
地
域
を
担
っ
て
ほ
し
い
、
そ
の
感
を
い
っ
そ

う
強
く
す
る
シ
ー
ン
で
し
た
。

　

「
市
民
参
画
と
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
と
グ
リ
ー
ン

ス
コ
ー
レ
せ
き
が
ね
の
現
状
と
方
向
」
に
つ
い
て
、

５
会
場
で
の
説
明
会
を
終
え
た
こ
ろ
、
全
国
ス
ポ
レ

ク
祭
を
迎
え
ま
し
た
。
そ
の
と
き
、
韓
国
の
選
手
か

ら
覚
え
た「
ト
マ
ン
ナ
ヨ
」、
ま
た
会
い
ま
し
ょ
う
と
、

人
生
と
は
ま
さ
に
一
期
一
会
を
い
か
に
大
切
に
と
ら

え
る
か
と
実
感
し
た
と
こ
ろ
で
す
。。

Ｃ　谷口ジロー『遥かな町へ』小学館

 

「
一
期
一
会
」
ま
た
会
い
ま
し
ょ
う　
　

　
　
　
　

倉
吉
市
長　

長
谷
川　

稔

鉞堤（まさかりつつみ）
　　　　の清掃奉仕作業
　10月15日（日）、倉吉市内の不法
投棄事案である鉞堤の清掃奉仕作
業を実施しました。関係機関・団
体を始め地元自治公民館の人など
に参加いただき、ありがとうござ
いました。皆さんのおかげで、２ｔ
車10台分の不法投棄を撤去する
ことができました。市内の不法投
棄につきましては今後とも撤去作
業および未然防止の両方を推進す
ることによって不法投棄の撲滅を
目指して行きたいと考えています
のでご協力をお願いします。
＜参加＞鳥取県産業廃棄物協会中
部支部、鳥取県中部総合事務所生
活環境局、大沢・半坂・昭和自治公
民館
＜作業車両の無償提供＞㈱アオ
キ建設、小鴨解体作業メ、㈱クラ
エー、西倉運送メ、メ松井商店

▲当日の作業の様子

倉吉市議会定例会のお知らせ
　平成18年11 月第６回倉吉市議会定例会が、次の日程で開催
されます。

通し日 月・日 曜 会議区分 時　間 内　　容

1
 11月
２日

木 本 会 議 午前 10 時
議案の上程、

提案理由の説明

2 ３日 金 休 会

3 ４日 土 〃

4 ５日 日 〃

5 ６日 月 本 会 議 午前 10 時 市政に対する一般質問

6 ７日 火 〃 〃 付議議案に対する質疑

7 ８日 水 休 会

8 ９日 木 〃

9 10日 金 本 会 議 午前 10 時 付議議案に対する質疑

10 11日 土 休 会

11 12日 日 〃

12 13日 月 本 会 議 午前 10 時
付議議案に対する質疑

～委員会付託

13 14日 火 委 員 会

14 15日 水 〃

15 16日 木 休 会

16 17日 金 本 会 議 午前 10 時
委員長報告
～付議議案の討論・採決

※問合せ先：議会事務局（あ 22―8145/い 22―8146）

　第33回ぬのこ谷文化祭
と　き：１１月１９日（日）
　　　　　　　　9：00～15：00
ところ：北谷公民館および周辺
内 　容：住民の作品展示・新鮮
な野菜・花の即売、うすとき
ねでもちつき大会（どなたで
も参加できます）、五目ごは
ん・具沢山の豚汁、コーヒー・
ココア・抹茶、ぜんざい・綿菓子・ポップコーンは無料（五
目ごはんと抹茶は有料）、ガーデニングコーナー（要予約）

《ぬのこの由来について》
　北谷地区は、古来から「布子谷」とよばれています。
　布子の意味は、広辞苑によれば「木綿の綿入れ、古くは麻
布のあわせ、また、綿入れをいう」とのことです。すなわち、
「綿入れの谷」ということで、古老の言によれば、「綿入れを着
たほど、暖かい谷」、「綿入れを脱いでも良いほど、暖かい谷」
ということです。住んでいる住民も心の暖かい、優しい人ば
かりです。
　文化祭は、北谷地区の各機関団体総出で実行委員となり一致
団結し盛り上げ益々元気の出るふるさとになればと思います。
※問合せ先：ぬのこ谷文化祭実行委員会（あ２８－０９６９）
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倉吉未来中心　大ホール

広
告
募
集
中
!!　

倉
吉
市
秘
書
広
報
課

（
あ
２
２
ー

８
１
６
０　

い
２
２
ー

８
１
４
４
）

有
料
広
告

2006.11.1（10）

■倉吉市生涯学習講座
　 「倉吉の文化と生活様式～私たちのふるさとと心ゆ
たかな生活～」

と　き：１１月１１日（土）13：30～15：00
ところ：視聴覚ホール
講　師：岡山大学名誉教授理学博士　本

ほんま

間弘
ひろ じ

次さん

内　容： 『地域資源再発見』倉吉の地形が育
はぐく

むおいしい
水と温泉～美しい心とからだづくりの秘訣～」

対　象：だれでも参加できます（当日受付）
参加費：１講座 500円（大学生以下無料）
定員：150人（定員になり次第締切）
※問合せ先：生涯学習課（あ 47―1182）＊月曜休館

■たのしいレクリエーション
と　き：１１月１１日（土）
　　　　10：00～12：00、13：00～15：00
ところ：第１研修室
内　容：クリスマス、ダンスパーティー

対　象：だれでも参加できます（当日受付）
参加費：無料
※問合せ先：生涯学習課（あ 47―1182）＊月曜休館

■お手玉教室
と　き：１１月１８日（土）13：30～15：00
　　　　＊毎月第１・３土曜日開催
ところ：第１研修室
内　容： お手玉の技を学んだり、お手玉を作ったりします
対　象：だれでも参加できます（当日受付）
参加費：無料
※問合せ先：生涯学習課（あ 47―1182）＊月曜休館

■フリーマーケット
　「くらよし大市」
と　き： １１月２６日（日） 9：00～12：00
　　　　＊毎月最終日曜日開催
ところ：ふれあい広場
※問合せ先：くらよし大市運営委員会（あ 070―6341―4598）

ふれあい広場

倉吉交流プラザ

気軽にご連絡ください

   秋 本 農 園
ぇ0120-366220

倉吉市大塚  あ/い26-4128

配送いたします！
新
米
で
き

　　
ま
し
た
！

■新米コシヒカリ ３，０００円／10ｋｇ

■平成１７年産コシヒカリ ２，７００円／10ｋｇ

■ブレンド米 ２，５００円／10ｋｇ

《第４回鳥取県総合芸術文化祭主催事業》
■鳥取県青少年郷土芸能の祭典 2006
情熱舞台～受け継ぐ魂！未来への創造～
と　き：１１月１９日（日） 14：00～16：45
ところ：倉吉未来中心大ホール
入場料： 全席自由大人 500円 (団体・鳥取県

文化振興財団友の会会員 400円）
※問合せ先：（財）鳥取県文化振興財団

　　　　　　　　　　　　　（あ 0857－21―8700）

■県民企画アートチャレンジ事業
　「影絵ファンタジーＳＡＴＯＭＩ外伝」
と　き：１１月１９日（日）
　　　① 11：00～12：30　② 14：00～15：30
ところ：倉吉未来中心小ホール
入場料： 全席自由大人 1,500円、小・中・高校

生 1,000円　（当日各 200円増）
※問合せ先：「SATOMI 外伝」製作実行委員会
　　（市民影絵劇団みく事務局）（あ 22―1960)

■ワークショップ・フリースペースイベント⇒

11月18日（土） 11月19日（日）

アトリウ
ム舞台

中部青少年郷土芸能フェス
ティバル《伝統芸能》
13：30～15：00

フルートと弦楽のひびき
ミニコンサート 
13：00～14：30

鳥取朗読紀行「三徳山1300
年の年輪をたずねて」
《朗読》　　　15：00～16：00
公演前にｾﾐﾅｰﾙｰﾑでﾜｰｸｼｮｯﾌﾟ開催

アフタヌーンコンサート
～ﾋﾟｱﾉ・ｸﾗﾘﾈｯﾄ・声楽～

15：00～16：00

「すべてはラジオからはじ
まった」フォークライブシ
アター　　　18：00～19：30

～風にのって～
アンサンブルの仲間達

たち

17：00～18：30

アトリウ
ム展示

倉吉諸流華道会「いけばな展」
10:00～17:00

セミナールーム
オリジナル戯曲「赤とんぼの
母」碧川かたの生涯《演劇》

10：30～12：00

リハーサ
ル室

音・歌・音楽を楽しむ表現ﾜｰｸ
ｼｮｯﾌ《゚子ども》10：30～12：00

合唱団「こさじ」コーラス１st
コンサート 　 16：15～16：45

倉吉交流プラザ
視聴覚ホール

「ＢＯＲＤＥＲ」～小説第七官界
彷徨より～《演劇》18:00～19:00

■上方落語「桂 文我おやこ寄席」、「桂 文我独演会」

　前売チケット絶賛発売中！
　おやこで楽しめる [ １部・おやこ寄席 ] と、大人向けの [ ２部・
独演会 ] を開催します。

と　き：１１月１８日（土）　１部 13:30 ～　２部 18:30 ～
ところ：倉吉交流プラザ　視聴覚ホール
[ １部 ]「おやこ寄席」※小学生以上が対象
　前売料金：小学生 1,500円、大人 2,000円（当日は各 500円増）
[ ２部 ]「独演会」※中学生以上が対象
　前売料金：大人 3,000円（当日は各 500円増）

※チケット販売・問合せ先：倉吉まちづくり協議会事務局

　（倉吉交流プラザ内）（あ 47-1184 ／い 47－1185）( 月曜休館 )
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が  11／1Ф　折紙教室 10時

～12時　赤瓦ﾌﾘｰｽﾍﾟｰｽ

が  11／4Ч・5С　テツモト

ヒロミ似顔絵展 9時～17

時　赤瓦ｷﾞｬﾗﾘｰ

が  11／11Ч・12С　赤瓦骨

董 市 9時～17時　赤瓦ﾌﾘ

ｰｽﾍﾟｰｽ

が  11／12С 戸板市 9時～

12時　赤瓦１号館東側駐

車場　

が  11／17Ц～24Ц 中本兄

妹５人展 9時～17時 赤瓦

ｷﾞｬﾗﾘｰ

※問合せ先：㈱赤瓦

　（あ23-6666/い23-6667）

赤瓦イベント情報 11月

こ
れ
ら
は
10
月
16
日
現
在
の
も

の
で
、
一
部
変
更
に
な
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。

　KURAYOSHI CITY LIBRARY

市立図書館
KURAYOSHI MUSEUM
倉吉博物館

■建設業新分野進出セミナー開催

　建設業を営まれている人を対象に

新規事業展開を支援します。

と　き：11月14日（火）13：30～17：00

ところ :倉吉交流プラザ第 1 研修室

内　容

① 国、県、金融機関などの制度説明

②講演

　演題 「成功事例と失敗事例から学ぶ

新分野進出のポイントと課題」

　講師　小西 豪
ごう

さん（㈱船井総合研

究所）

③質疑応答（個別相談を含む）

※参加無料・定員 50人

■ 文字・活字文化の日「手紙、作文・小論文コンクール」

　入賞作品展

と　き：11月５日（日）～17日（金）

ところ：図書館特別コーナー

■ブックインとっとり２００６年・全国各地の本展

と　き：11月10日（金）～15日（水）

ところ：図書館内

■自然ウオッチング「天神川のサケをみよう」

　今年もサケが、天神川に帰ってくる時期になり

ました。川から海へ降りたときは体長４～５㎝ほ

どだった稚魚が、4年もの月日を海で過ごし、70

～80㎝にも成長して産卵のために戻ってきます。

　サケは海から川に入るとエサを食べることな

く産卵場所を目指します。オスはその間に上あ

ごがだんだんとかぎ状に曲がり、「鼻曲がり」と呼

ばれる状態になります。

　サケは産卵後、２～３日ほどで死んでしまい

ます。しかし、サケが死んだ後でもその体は、

生き物のエサとなり、また微生物に分解される

ことで川の水に栄養を供給し、ほかのさまざま

な命をはぐくんでいきます。産卵後死ぬことも、

いろいろな意味合いをもっています。

　自然界に存在する命のサイクルを、サケの

遡
そ じ ょ う

上を通して感じてみてください。

と　き：11月5日（日）10：00～

集合場所：河北中学校裏河川敷

■展覧会

特別展「土偶の美」

期　間：11月26日（日）まで（6日・13日・20日休館）

開館時間：午前９時～午後５時

（入館は午後４時30分まで）

入館料： 一般 1,000円（800円）、学生・高校生 700

円（500円）、70 歳以上 800円

　　　　 　中学生以下、障害者・要介護者および

その介助者は無料
※問合せ先：倉吉博物館（あ 22－4409 い 22－4415）

倉吉市立図書館
　あ 47―1183
　い 47―1108
せきがね図書館
　あ /い 45―2523
http://www.lib.city.

kurayoshi.tottori.jp/

△
□ ◇
○ △
□ ◇
○

11月の休館日
カレンダー

日 月 火 水 木 金 土

１ ２ ３ ４
6・13・20・27日は休館日
4・24日は振替休日
30日は資料整理休館日
○おはなしかい（14：00～）倉
□むかし話をきく会（14：00～）倉
◇あかちゃんのおはなしかい（11：00～）倉
△おはなしかい（10：30～） 関

５ ６ ７ ８ ９ 10 11

12 13 14 15 16 17 18

19 20 21 22 23 24 25

26 27 28 29 30

　
　

展
覧
会
・
展
示
会

《
倉
吉
博
物
館
》
■
土
偶
の
美
〜
26
日　

■
第
28
回
蘭
芝
会
展
30

日
〜
12
月
３
日　

《
百
花
堂
》
■
砂
丘
社
展
〜
６
日　

■
山
と
海
・
山
根
喬き

ょ
う
い
ち

市
・
山

本
浩
一
写
真
二
人
展
８
日
〜
14
日　

■
一
美
展
・
や
ろ
う
達た

ち

の
彩

い
ろ
ど
り

16
日
〜
21
日　

■
村
岡
昭あ

き

み己
絵
画
展
22
日
〜
27
日　
　

■
吉
田
公こ

う

の

す

け

之
介
織
展
29
日
〜
12
月
５
日

《
民
藝
画
廊
》
■
ペ
ト
ロ
・
川
崎
写
真
展「
し
ぐ
れ
里
・
１
章
冬
」

〜
５
日 

■
Ｎ
Ｈ
Ｋ
鳥
取
文
化
セ
ン
タ
ー
倉
吉
写
真
教
室
作
品

展
22
日
〜
28
日

　
　

ス
ポ
ー
ツ

《
市
営
陸
上
競
技
場
》
■
第
61
回
米
子
鳥
取
間
駅
伝
競
走
大
会

11
・
12
日

《
グ
リ
ー
ン
ス
タ
ジ
ア
ム
倉
吉
》
■
加
藤
伸
一「
少
年
野
球
教
室
」

12
日　

《
市
営
武
道
館
》
■
中
部
道
場
連
盟
剣
道
大
会
３
日　

■
鳥
取
県
高

段
者
柔
道
大
会
５
日

《
市
営
体
育
セ
ン
タ
ー
》
■
倉
吉
市
民
体
育
大
会（
フ
ッ
ト
サ
ル
）12
日

■
倉
吉
市
民
体
育
大
会（
バ
ウ
ン
ス
ボ
ー
ル
）19
日

《
市
営
ラ
グ
ビ
ー
場
》
■
全
国
高
校
ラ
グ
ビ
ー
大
会
県
予
選
５
・

12
日　

■
鳥
取
県
ラ
グ
ビ
ー
リ
ー
グ
19
・
26
日

《
市
営
関
金
多
目
的
広
場
》
■
鳥
取
県
女
子
サ
ッ
カ
ー
リ
ー
グ
５
日



広
告
募
集
中
!!　

倉
吉
市
秘
書
広
報
課

（
あ
２
２
ー

８
１
６
０　

い
２
２
ー

８
１
４
４
）

有
料
広
告

2006.11.1（12）

11
月
は「
全
国
青
少
年
健
全

育
成
強
調
月
間
」で
す

　

倉
吉
警
察
署
管
内（
倉
吉
市
・
三

朝
町
・
北
栄
町
・
湯
梨
浜
町
）
に
は
、

現
在
有
害
図
書
自
動
売
機
の
設
置

は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

以
前
は
、
県
内
の
約
３
割
が
管

内
に
あ
り
ま
し
た
が
、
今
年
３
月

に
は
管
内
か
ら
自
動
販
売
機
が
全

台
徹
去
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
県
条
例
の
罰
則
の
強

化
、
取
締
り
の
強
化
、
関
係
機
関

の
連
携
な
ど
に
よ
る
も
の
で
す
。

　

こ
れ
を
機
に
、
再
び
自
動
販
売

機
を
置
か
せ
な
い
よ
う
、
皆
さ
ん

の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

そ
の
た
め
に
は
、
有
害
図
書
自

動
販
売
機
追
放
「
三
な
い
運
動
」

■
自
動
販
売
機
設
置
の
た
め

　

土
地
を
貸
さ
な
い

■
自
動
販
売
機
を

　

置
か
せ
な
い

■
自
動
販
売
機
か
ら

　

買
わ
な
い
・
買
わ
せ
な
い　

を
推
進
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

※
問
合
せ
先

：

生
涯
学
習
課
（
あ
４
７

－

１
１
８
１
／
い
４
７

－

１
１
８
０)

「
明
る
い
生
活
の
家
計
簿
」

を
あ
っ
せ
ん

　

あ
な
た
も
家
計
簿
を
つ
け
て
み

ま
せ
ん
か
。
初
め
て
の
人
で
も
大

変
使
い
や
す
い
家
計
簿
で
す
。

価
格

：

３
８
０
円

※
申
込
・
問
合
せ
先

：

総
務
課

（
あ

２
２

－
８
１
６
２
／
い

２
２

－

１
０
８
７
）

間
伐
候
補
地（
平
成
19
年
度

分
）を
募
集

　

鳥
取
県
は
現
在
、
森
林
環
境
保

全
税
を
活
用
し
た
間
伐
事
業【
と
っ

と
り
環
境
の
森
緊
急
整
備
事
業
】の

平
成
19
年
度
実
施
候
補
地
の
第
１

期
募
集
を
行
っ
て
い
ま
す
。

◆
事
業
目
的

：

県
内
の
手
入
れ
の

遅
れ
て
い
る
山
林
を
所
有
者
に
代

わ
っ
て
間
伐
し
、
森
林
の
持
つ
水

源
か
ん
養
や
県
土
保
全
な
ど
の
公

益
的
機
能
の
回
復
を
図
り
ま
す
。

◆
事
業
内
容

：

本
数
率
お
お
む

40
％
以
上
の
間
伐
を
県
が
実
施
。

◆
応
募
条
件

：

①
16
〜
60
年
生
の

ス
ギ･

ヒ
ノ
キ
林
で
、
下
草
が
乏

し
く
暗
い
こ
と
。
個
人
有
林･

共
有

林
を
問
い
ま
せ
ん
。
②
面
積
が
お

お
む
ね
３
ha
以
上
。（
分
か
れ
て
い

て
も
所
有
者
が
別
で
も
よ
い
）
③

『
80
年
生
に
な
る
ま
で
は
皆
伐
し
な

い
』と
い
う
協
定
を
締
結
す
る
。

◆
募
集
期
限

：

第
１
期
分
は
平
成

19
年
２
月
15
日（
木
）
ま
で
。
※
こ

れ
以
降
も
余
裕
が
あ
る
と
き
に
は
、

第
２
期
募
集
を
行
う
予
定
で
す
。

◆
提
出
書
類

：

指
定
様
式
は
あ
り

ま
せ
ん
。
森
林
所
有
者
名･

森
林

所
在
地･

樹
種･

林
齢･

面
積･

現
地

状
況
を
分
か
る
範
囲
で
書
面
で
お

知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

◆
応
募
後
の
流
れ

：

現
地
調
査
に

伺
い
ま
す
の
で
案
内
を
お
願
い
し

ま
す
。

※
受
付･

問
合
せ
先　

県
中
部
総
合
事
務
所
農
林
局
林
業
振
興

課
林
政
担
当（
あ
２
３

－

３
１
７
９
）

市
農
林
課（
あ
２
２

－

８
１
５
７
）

平成18年度

　倉吉市優良建設施工者
を表彰しました

【土木工事部門】

奥田建設 有限会社 
　代表取締役　奥田　亮介さん
株式会社 重道組
　代表取締役社長　重道　正さん
有限会社 中江組
　代表取締役　中江　亜紀子さん
有限会社 渡辺土木工業
　代表取締役　渡邉　真一さん

【建築工事部門】

株式会社 井中組
　代表取締役　井中　紳二さん

【電気工事部門】

有限会社 山﨑商会
　代表取締役　山﨑　堆

たかち

稚さん
【管工事部門】

石田工業 株式会社
　代表取締役　石田　敏光さん
中海工業 株式会社
　代表取締役　村上　啓

ひろふみ

文さん
【舗装工事部門】

有限会社 河野建設
　代表取締役　河野　達也さん

【塗装工事部門】

有限会社 牧田塗装店
　代表取締役　牧田　浩さん

　この表彰制度は、建設工事の施工技術
の向上、建設業界の発展に役立てるため、
ほかの模範となる施工者を表彰すること
を目的に実施しています。
　今年度は、平成16年度および平成17年
度で、各業種で工事成績が優良である人
を10月11日に表彰を行いました。




